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研究成果の概要（和文）：（１）作業姿勢とポインティングデバイスの複合要因による前腕筋肉に与える影響と
関連性を検討した．作業姿勢が課題実行に与えた影響は，ポインティングデバイスの種類によって異なる可能性
が示唆される．
（２）ポインティングデバイスの作業時間と作業姿勢が身体負担に与える影響をデバイス種類の視点で検討し
た．作業姿勢とポインティングデバイスが筋活動に与える影響は，作業時間によって異なることがわかった．
（３）手指の屈曲と出力割合が手根管を通る正中神経の面積に与える影響を検討した．その結果，手指の伸展と
屈曲姿勢で，正中神経の面積が小さくなった．そして出力割合が大きいほど，正中神経がさらに圧迫されること
が示唆された．

研究成果の概要（英文）：(1) Working posture and pointing devices showed influence on forearm muscle 
activity during office work. Types of pointing device could influence the work performance. (2) 
Working time and working posture could influence the muscle fatigue during office work. Under 
similar working posture and pointing device, working time act as a main factor on muscle fatigue. 
(3) Multiple finger flexion, individual finger flexion can cause more significant morphological 
changes in the median nerve, especially under the index and middle finger conditions. There is 
complex non-linear relationship between finger flexion force and median nerve morphological changes.

研究分野：人間工学

キーワード： carpal tunnel syndrome　median nerve　ergonomics　finger flexion　ultrasound

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究でパソコン作業・ポインティングデバイスの操作における筋肉疲労を検討した。ポインティングデバイス
作業を中心とする仕事現場において，立位姿勢の導入は，作業時の上肢の疲労を軽減させる効果があるであろ
う．最後、手指の屈曲で異なる出力による正中神経形状の変化の結果による，作業中様々な手指に関連する作業
における前腕筋活動や正中神経への影響することを示した．作業関連筋骨格系疲労の対策として，エルゴノミク
スデザインにつながる可能性を示唆する点で重要である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年，日常生活や職場において，情報端末機器や hand tools を長時間利用することが増えて 
きた．これに伴い手首を屈曲もしくは伸展した状態を長時間維持する機会が増え，手根管症候群 
（carpal tunnel syndrome，CTS）を発症する現代人が増えている．手根管症候群とは，手根管 
というトンネル（神経と腱が通る手首内の管）の内圧が上がり，手根管の中を通る正中神経が圧 
迫されて生じる症候群を指す．原因としては，仕事において手関節を頻繁に使用することや同じ 
動作の繰り返しや同じ姿勢を長時間続けるなどが挙げられる． 
 手根管症候群は慢性的な作業関連筋骨格系障害（work-related musculoskeletal disorders， 
WRMD）で，手のしびれや痛み，握力の低下, 筋力低下と日常生活活動・仕事の遂行能力の低下い
った症状を引き起こす． 
 作業関連筋骨格系障害の対策として，より健康な生活へと導くような人間工学に基づいたツ 
ールの設計や開発である．したがって，異なる作業が前腕筋骨格系および手根管内の正中神経の 
形状に与える影響を明らかにする必要がある． 
 
２．研究の目的 
（１）異なる種類のポインティングデバイスを用いて，座位姿勢と比較した立位姿勢でのデバイ
ス操作時の操作力，筋活動，及び主観評価の特徴を明らかにする．（２）作業時間に着目して，
座位姿勢と比較した立位姿勢でのデバイス操作時の操作力，筋活動，および主観評価の特徴を明
らかにする．（３）操作力がポインティングデバイス作業における研究への応用可能性を検討す
る．（４）手指の屈曲と出力割合が手根管を通る正中神経の面積に与える影響を検討し，手指の
伸展と屈曲姿勢で正中神経の面積が減少し，出力割合が高いほど正中神経がさらに圧迫される
ことを示唆した． 
 
３．研究の方法 
 本研究は若年成人を対象とし，研究の目的と実験手順を十分に説明した上で，同意書にサイン
を得て参加してもらった．測定項目には身長，体重，上肢寸法，ピンチ力と握力の他，筋電図測
定と超音波画像を含む．さらに，自覚症状についても質問紙を用いて調査した．この研究は九州
大学大学院芸術工学研究院実験倫理委員会の承認を得て実施された． 
    第一実験では，16 名の被験者が協力し，作業姿勢（座位・立位）とポインティングデバイス
の種類（標準型マウス，縦型マウス，トラックボール）を変えた計 6条件での実験を行い，各条
件が操作性，筋活動，及び主観評価に及ぼす影響を評価した． 
    第二実験では，12 名の被験者が作業姿勢（座位・立位）と作業時間（30 分間×3 回）の条
件で実験を行い，作業時間の経過がポインティングデバイス操作時の身体負担（筋活動と主観評
価）に与える影響を検討した． 
    第三実験では，20 名の被験者が手指の条件（4条件）と屈曲力の強度（0%, 25%, 50%, 75%, 
100%）の組み合わせで計 20 条件の実験を行い，超音波画像装置を用いて異なる手指および屈曲
力が正中神経への圧迫に及ぼす影響についての知見を得た． 
 

図１ 第一実験、第二実験の実験風景 図２ 第三実験の実験風景 

図３ 超音波画像による正中神経の解析 



４．研究成果 
 第一実験で，ポインティングデバイスを操作する際の垂直荷重は作業姿勢により変化し，これ
にはデバイスの種類による違いが影響する可能性があることが示された．上腕の筋活動は作業
姿勢とデバイス種類による大きな違いは見られなかったが，僧帽筋の活動は姿勢によって変わ
ることが確認された．また，課題実行の正確率も作業姿勢によって変化し，これもデバイスの種
類に依存する可能性が示唆された． 
 
 第二実験で，ポインティングデバイスを操作する際の垂直荷重は姿勢によって変化し，尺側手
根屈筋や総指伸筋の筋活動は作業姿勢及び作業時間に依存して変わることが確認された．さら
に，下肢や右前腕の主観疲労感は作業姿勢と時間によって大きく変化することが明らかになっ
た． 
 
 第三実験で，手指の屈曲出力割合（25%，50％，75％，100％）が手根管を通る正中神経の面積
に与える影響を検討した．出力割合が大きいほど，正中神経がさらに圧迫されることが示唆され
た． 
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